
～病院理念～ 

１．安心し、納得していただける医療を提供します。 

２．心の通い合う信頼関係を築いていきます。 

３．地域の中核病院として、地域医療に貢献します。 

医療法人 清梁会 

高梁中央病院 
〒716-0033 
岡山県高梁市南町53 
ＴＥＬ(0866)22-3636 ＦＡＸ(0866)22-0536 
http://seiryoukai.jp/takahashi 
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予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

当
院
と
し
て
も
本
学
会
へ
の
参 

加
を
通
し
、
全
国
の
動
向
や
地
域 

に
お
け
る
コ
ロ
ナ
禍
の
在
り
方
な 

ど
、
多
く
の
知
識
や
取
り
組
み
を 

共
有
す
る
こ
と
で
、
よ
り
質
の
高 

い
医
療
の
提
供
へ
繋
げ
て
い
き
た 

い
と
思
い
ま
す
。 

 

◆
看
護
師
募
集
案
内
の
更
新 

 

新
年
度
を
迎
え
、
看
護
師
募
集 

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
新
し
く
な
り 

ま
し
た
。
就
職
先
を
検
討
し
て
い 

る
看
護
職
の
方
々
に
、
よ
り
当
院 

の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、 

内
容
や
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
更
し
て 

い
ま
す
。 

 

新
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
、 

当
院
の
進
も
う
と
し
て
い
る
方
向 

や
院
内
の
雰
囲
気
を
知
っ
て
も
ら 

う
た
め
の
「
病
院
理
念
・
看
護
部 

目
標
」
「
病
院
概
要
や
当
院
の
役 

割
」
「
院
内
風
景
」
の
ペ
ー
ジ
、 

新
人
看
護
師
が
業
務
を
覚
え
る
過 

程
が
わ
か
る
「
新
人
看
護
師
の
一 

年
間
の
教
育
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
や 

「
看
護
師
長
、
看
護
主
任
、
先
輩 

看
護
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の 

ペ
ー
ジ
、
さ
ら
に
当
院
で
勤
務
す 

る
場
合
の
条
件
を
確
認
で
き
る 

「
看
護
師
募
集
案
内
」
の
ペ
ー
ジ 

な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
お
知
ら
せ
か 

ら
も
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、
是
非 

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

◆
シ
ェ
ア
メ
ド
で
情
報
共
有 

 

当
院
は
平
成
二
十
五
年
よ
り
医
療 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
岡
山
（
晴
れ
や
か
ネ 

ッ
ト
）
に
参
加
し
て
い
ま
す
。 

 

晴
れ
や
か
ネ
ッ
ト
と
は
患
者
さ
ん 

の
同
意
の
も
と
に
、
各
医
療
機
関
に 

保
管
さ
れ
て
い
る
医
療
情
報
を
高
度 

に
暗
号
化
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で 

結
び
、
相
互
に
共
有
す
る
こ
と
に
よ 

り
診
療
に
役
立
て
る
た
め
の
仕
組
み 

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
か
か
り
つ
け 

医
・
病
院
・
調
剤
薬
局
の
間
で
患
者 

さ
ん
の
治
療
内
容
や
投
薬
情
報
を
共 

有
し
て
一
つ
の
チ
ー
ム
と
し
て
治
療 

に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
高
梁 

医
師
会
で
は
晴
れ
や
か
ネ
ッ
ト
の
開 

示
の
仕
組
み
の
一
つ
で
あ
る
シ
ェ
ア 

メ
ド
を
、
医
師
会
参
加
の
多
く
の
医 

療
機
関
で
導
入
し
、
医
療
介
護
連
携 

を
進
め
て
い
く
よ
う
取
り
組
ん
で
い 

ま
す
。
当
院
で
は
晴
れ
や
か
ネ
ッ
ト 

の
開
示
にID
-Lin

k

と
い
う
仕
組
み
を 

使
っ
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
三
年
二 

月
よ
り
開
示
方
法
を
シ
ェ
ア
メ
ド
に 

変
更
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
今
ま 

で
施
設
毎
に
必
要
だ
っ
た
同
意
書
の 

取
得
が
、
シ
ェ
ア
メ
ド
導
入
施
設
で 

一
度
同
意
し
て
頂
け
れ
ば
、
二
施
設 

目
以
降
の
同
意
書
の
取
得
が
不
要
と 

な
り
、
よ
り
利
用
し
や
す
く
な
り
ま 

し
た
。 

 

晴
れ
や
か
ネ
ッ
ト
を
利
用 

し
た
情
報
共
有
を
ご
希
望
の 

方
が
居
ら
れ
ま
し
た
ら
、
か 

か
り
つ
け
医
ま
た
は
当
院
に 

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。 

◆
全
日
本
病
院
学
会
の
開
催 

 

来
る
令
和
三
年
八
月
二
十
一
日
、 

二
十
二
日
の
二
日
間
、
全
日
本
病
院 

学
会
が
岡
山
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
岡 

山
県
が
本
学
会
の
舞
台
と
な
る
の
は 

初
め
て
の
こ
と
で
、
当
院
か
ら
も
演 

者
を
含
め
職
員
の
参
加
を
予
定
し
て 

い
ま
す
。
開
催
に
つ
い
て
は
、
現
地 

へ
の
参
加
が
で
き
な
い
現
状
を
鑑
み 

多
く
の
学
会
で
取
り
入
れ
ら
れ
て
い 

る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
の
開
催
が
予
定 

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

学
会
の
テ
ー
マ
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で 

の
病
院
経
営
～
持
続
可
能
へ
の
チ
ャ 

レ
ン
ジ
！
～
」
と
題
さ
れ
、
全
国
の 

医
療
機
関
か
ら
職
種
を
問
わ
ず
参
加 

す
る
学
会
と
し
て
、
ま
さ
に
今
必
要 

な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年 

か
ら
出
現
し
て
い
る
変
異
株
も
含
め 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
二
度
の
緊 

急
事
態
宣
言
を
経
て
現
在
も
な
お
猛 

威
を
振
る
い
続
け
て
い
ま
す
。
コ
ロ 

ナ
禍
と
よ
ば
れ
る
こ
の
一
年
間
、
医 

療
機
関
は
ど
の
よ
う
な
変
化
を
経
験 

し
、
解
決
策
を
い
か
に
模
索
し
続
け 

て
き
た
の
か
。
四
題
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ 

ム
と
八
題
の
特
別
講
演
を
中
心
に
多 

く
の
先
生
方
が
最
新
の
知
見
を
交
え 

て
発
表
さ
れ
ま
す
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

で
は
タ
イ
ト
ル
を
「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ 

ナ
禍
の
グ
レ
ー
ト
・
リ
セ
ッ
ト 

新 

し
い
日
本
医
療
を
考
え
る
」
と
題
し
、 

コ
ロ
ナ
禍
を
終
え
る
た
め
に
医
療
機 

関
が
と
る
べ
き
行
動
、
危
機
を
脱
し 

た
後
に
日
本
の
医
療
が
目
指
す
復
興 

に
つ
い
て
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が 

新
入
職
員
紹
介 

【
整
形
外
科
医
師
】 
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研
修
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【高齢者の方の新型コロナワクチン接種について】 

予約可能対象者：定期的に当院へ受診されている方 

予 約 方 法：病院窓口（来院）、外来受診時、もしくは専用ダイアルでの予約 

  ＴＥＬ：０８６６－５６－１２３３  月曜 ～ 土曜 １３時３０分～１６時００分 

※１回目の予約は７月３１日を最終日とさせていただきます。 

・２回目の接種は３週間後の同じ曜日で予約させていただきます。 

・予約なしでのコロナワクチン接種は出来ません。 

・予約のキャンセルは必ず１週間前までにご連絡くださいますようお願いいたします。 

 

医療安全研修会を開催しました！ 

 令和３年３月２３日に院内医療安全研修会を開催しました。 

新型コロナウイルス感染予防対策を十分行い、当院の外科遠藤 

福力（えんどうもとちか）医師が「急変時対応について」のテ 

ーマで講演しました。救命が必要な場面は病院内だけでなく、 

日常生活でいつ遭遇するか分かりません。また病院内に限って 

でも救急患者さんや入院患者さんなど外来入院問わず起こりえ 

ます。そのような時に落ち着いて対応できるように日頃から知 

識の再確認を行っていくことが重要です。 

 講演内容は救命が必要な人（病院内では患者さん）の初期対応や心肺蘇生法（以降Ｃ 

ＰＲ）、胸骨圧迫についてでした。胸骨圧迫とは一般的に心臓マッサージと呼ばれるも 

のです。初期対応としては屋外であれば周囲の安全確認、患者さんの反応確認、救急車 

の要請などを行います。反応は呼吸の確認と脈拍の確認を行い、迷ったら呼吸も脈拍も 

ないものとして対応することが重要です。次にＣＰＲを開始します。原則として胸骨圧 

迫と人工呼吸は３０：２の間隔で行います。胸骨圧迫のペースは１００～１２０回／分 

これはアンパンマンやドラえもんの歌のリズムと同じで、圧迫の深さは５～６ｃｍ、圧 

迫後は完全に胸壁を戻すことが重要なポイントで、圧迫する部位などは図などを表示し 

ながらの分かりやすい解説で、以上のポイントを押さえて質の高いＣＰＲを行うことが 

大切であるとのことでした。また、現在のコロナ禍においての感染対策や注意点につい 

ても説明がありました。 

 講演の後に人形を使い、胸骨圧迫の実践練習も行いました。圧迫のリズムや深さなど 

がモニターに表示され、正しい胸骨圧迫ができているか確認しながら研修しました。人 

形を使っての研修機会はあまりないので貴重な研修会になりました。参加者からも参加 

型の研修会が好評でした。また、急変時の対応について再確認でき良かったとの声が多 

くあり、今後も継続してこのような研修会を続けていければと考えています。それが地 

域の中核病院として質の高い医療を提供していくことに繋がると思います。 


